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［特別講演］

方技概説

家本　誠
一

1　 は しが き

　私 は 、 平成七年 か ら八 年 に か け 、 東京 の 医史学会例会に 於 い て 、 四 回 に 亘 り、漢代 の 解

剖 学、陰陽 、
五 行 、

三 才 の 各テ ー
マ に 就 い て 其 々

一
時 間の 口 演 を行な っ た 。 本稿で は其の

要領 を述 べ る 。

　 日本人 は 六 世紀以 来 、 中国 医学 を輸入 して 民 生 日常の 用 に 当て て きた 。 今 に千 五 百 年 で

ある。 習熟す るに は十 分 の 時間 で あ る。 所 が 江戸 時代 の 中頃 に 至 っ て 、 此 の 医 学は 良 く分

か ら ない と言 い 出 した 人 が い る 。 伊勢松 坂の 医師に して 国学者 に な る 本居 宣長で あ る 。

　 「夫れ 素 （問）霊 （枢） は軒 （轅 ＝ 黄帝）岐 （伯）の （偉〉大 （な）経 （典）に して 寿

世 （長 寿 の 為） の 大 （切 な）法 （典） な り。 医 を為 す者 、 此れ を舎 （お ）きて 奚 （なに ）

に 従 っ て 以 て 其 の 道 を知 らんや 。 而 る に 、 其の 後世 に 益無 き者 は．独 り何 ぞや 。 蓋 し 、 其

の （論） 旨 （迂 ）遠 く 、 其 の （技 ）術亦 た奇 経 に して ）、融解す可 か らざる を 以 て の 故

に 爾 り　（送藤文 輿 還肥 序）j

　素問 、 霊 枢 は 中国 最古の 医学書で あ る 。 中華人 民 の 祖先 で 、軒轅 に 都 した 黄帝 と其 の 臣

下 、岐 伯 の 問答 が 主 体 をな して い る 。 宣長 が 云 う様 に 中 国医学 の 基本的 な経典で あ る 。 此

れ が分 か らな けれ ば中国医学は 分か らな い
。 宣長 と同 時代人 で 古 方派 漢方の 豪傑 で あ る吉

益東洞 は陰 陽 五 行 や蔵 府 経 路 は医 に 用 無 と して 否 定 した 。 中国 医 学の 骨組 も内容 も合 わ せ

て 捨て て し ま っ た の で あ る 。 東洞に 追随 して 、昭和 の 漢方研究者 た ち は 、 漢 方 は 学で は な

い 、術 で あ る、理 屈 は い らない
、 効 けば よい 、 と称 して 、此 の 医 学を処 方検索の 技術 に 矮

小 化 して しま っ た 。 そ して 傷寒論 を偏 重 して 、 素 問霊枢 を観念的迷信的 と して 拒否 し、其

の 研 究 を怠 っ て 来 た 。 か く して 日本人 は 千 五 百年 の 年 A を費や して 、 今尚 中国医学 を総合

的体系的 に把 握 出来 な い で い る の で あ る 。

　中国医学の 根幹 は 古代に在 る 。 真相は比 較に 依 っ て 明 らか に な る 。 古代 が 分 か らな い と

中世 も近 世 も現 代 も分 か らない 。 更 に は 世 界 の 古代 医 学が分か らな くな る。 ギ リシ ャ だ け

で は 古代医 学の 真相は っ か め な い
。

　古代医学 は素 問、 霊枢 、傷寒論 、金 匱要 略 、神農 本 草経 とい う五 つ の 基本的文献 を持 っ

て い る 。 此 等 の 書籍 を 総合的 に研 究 し 、 其 の 内容 を有機 的 体系 的 に 把握 して 、 始 め て 古代

医 学 は理 解出来 る 。 素問 、霊枢 を疎 外 して は其 れ は 不 可 能 で あ る 。 私 は 素問、 霊枢 に基 づ
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い て 中国古代医学の 真相 を闡明 し たい
。

2　 方技

　漢代、 中国で は 、医薬 に 関す る技術は方 技 と呼ばれ た 。 方は耒 （鋤 ） の 象形 文 字で 、左

右 に 張 り出た柄 が直線状 に伸び る こ とか ら、方 向、道 筋 、 方法 、 技術の 意味にな っ た 。 技

は 細か な手 わ ざで ある 。 似た 言葉 に方術 、 術数な ど が ある 。 此れ も医 卜星 相の 技術 で 、 医

学 以 外 の 諸 術 も含む 。 医師は 医或 は 工 と呼 ばれ た 。 医 とは病 を治す るエ な り 、 と説文 にあ

る 。
工 とは技術者 の こ とで あ る。

3　 歴 史

　紀 元前 五 百年 期 、 古 代世界に 於 い て 思想哲学革命が 起 こ る 。 前代 の 神稿的 、 ア ニ ミズ ム

的な 思想 は 否 定 され 、論理 的合 理 的な思 想が成立 した 。 中国で は 、 前
一

千 年の 殷周 革命 は

其 の 先駆 とな っ た 。 殷人は 鬼神 を尊び 、周人 は 人 を尊重 し礼儀 を重 ん じた 。 此れ よ り諸子

百家 の 古代合理 主義が 興 隆 し、百 花斉 放の 盛況 を 呈 した 。

’
孔 子 は其 の 中の

一
人 で あ る 。

　此 の 思想哲学革命 を背景に して 古代科学が成立す る 。 古代医学は其 の
一

環 を なす 。 中国

に於 い て は 鬼神 の 世界 、 巫 祝の 医学を 否 定 して
、 論理 的合理 的実証 的な医学を構築 した 。

其の 成果 が 、漢 書 芸文 志 の 方技 略に著録 され た 書物で あ る。 漢代 の 医師 た ちは 其の 医学 が

鬼神 の 世 界 を離脱 し 、 巫 祝の 医学の 否 定 の 上 に 築か れ た こ とを明確 に 自覚 して い る 。

4 　 時 代

　論語 、 孟 子 に は 陰陽 と い う言葉 は殆 ど見 られ な い
。 前 三 百 年 頃 の 荘子や 鄒 衍 に至 っ て 盛

ん に使わ れ る。 陰陽 、
五 行は素問 、 霊枢 の 根幹を作 る枠組み概念で ある 。 中国古代 医学 は

絡此 の 頃 よ り発 足 した と考え られ る 。 呂氏春 秋や 淮南子 に は 素問 、霊枢 と共 通す る思想が

見 られ る 。 前二 百 年頃の 馬王 堆医書に は 霊枢の 経脈 第十の 原 型 と思 われ る文献が 含まれ て

い る 。 史記 、扁 鵲伝の 医学は 素 問、霊枢 の 医学 と略重 な る 。 紀元 十 六 年 の 漢書 、
王 莽伝の

解剖 記事 は 霊枢 、 難経 の 解剖 記事 に対応 して い る 。 八 十年 頃 の 漢 書芸 文 志 、方技略 は前 漢

後期 の 医 学の 状況 を示 して い る 。 以 上 の 時代が 漢代医学の 最盛期で 、 二 百 年 頃編纂 され た

傷寒 論 、金匱 要略 の 著書 らに は 、 既に 素霊 の 解剖学が 良 く分 か らな くな っ て い る様 に 見 え

る 。
三 百年頃 に 出た 脈 経、 甲乙 経 は 古代 医学 の 最編集本で こ の 頃 、古代 医学 の 学術的創造

力 は枯渇 して い たの で あろ う。

　以 上 に よ り 、 中国 古代医学は、前三 百年 か ら後三 百 年の 約六 百年 間 に黄河 を中心 と し、

長江 に及 ぶ 地域 で 行 われ た医学 で あ る 、 と定義する こ とが 出来 る。 三 世紀 の 末 、 四 世 紀の

始 め
、

人 王 の 乱 、 永嘉の 乱 に よ り 、 北中国は戦乱 と飢饉 に よ っ て 荒廃 し 、 人 口 は激 減 し 、

古代の 書籍 も大 量に 喪失 した 。 こ の 時 、 古代 の 医学 も亦正 確 な伝承 を失 っ た の で あ ろ う。
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中世以 降は 誤 解 と憶 測 の 下 に継承 され 、今 日に 至 っ て い る。 中世 は 尚お 古代の 骨格 を保 っ

て い た 。 近 世 以後 は 古 代 の 実証性 を喪失 し、憶測 と思弁 の 医学 とな っ た 。

5　 特徴

方技すなわ ち 中国古代 医 学は 次の 様な特徴 を持 っ て い る 。

1

23

45

総 合 的体系 性

実証的 合理 性

論理 的 整合性

臨床 的 有 効性

実際上 安 全性

6　 総合的体系性

　漢書 ・芸 文 志方 技 略 に は 四 つ の 部 門 の 医書が 集録 され て い る。 医経 に は 黄帝 内経 な ど、

医学の 体系 が 記 され て お り、 医学 の 全 て の 部門 を含ん で い る 。 経方 に は風 寒熱 十 六 病 方 な

ど疾 病各 論 と治療 各 論が属 して い る 。 房 中 は 医学的セ ク ソ ロ ジ で あ り 、 神仙 は不老長 生術

の 研 究 書 で あ る c 以 上 に よ り方技 が 医 学の 全 て の 部門 を持 つ 総合 的 な 体 系性 を備 え た 学術

で ある こ とが 分 か る 。

7　 実証 的 合理性

　中国 古代医 学は前代 の ア ニ ミズ ム 的 シ ャ
ー

マ ニ ズ ム 的な鬼神 か らの 離脱 を以 て 其 の 合 理

主義 を確 立 した 。
「（医 の ） 道に 鬼神 （神 秘 的 超越 的存在は ）無 し 。 （我 々 は 鬼神 に捉 われ

るこ とな く）独 り来 た り独 り往 く （独立 自由 だ ）。 宝命全形 論 25 」。 ま た 「鬼神 に 拘 る者

は 與 に 至 徳 （最 高 の 真 理 、
こ こ で は 医学） を云 う可 か らず 。 五 蔵 別 論 11 」。 此 等 は其の

宣言 で あ る。 古代 医 学 は 其 の 方 法 と して 、正 確 な観察 と精密 な度量 、 合理 的 な類推 と鋭利

な洞 察 を駆 使 して い る 。 解 剖 学 は 其の
一

面 で あ る 。

8　 解剖

　解剖 とい う言葉は霊枢 の 経水 第十二 に 出て い る 。 解剖 の 記 録 は漢書 、 王 莽伝に 在 る 。 漢

代の 解剖学 の 主要 テ ー
マ は 、蔵 府 の 計測 と経路 の 走行経路に 在 る。 経路 とは血 管 と神経で

あ る 。 血 管系 統の 主幹 に 就 い て は 略正 確 に 把 握 し記 載 し て い る 。 古 代解剖 学の 描 く人体 の

構 造 は 医 学 史が 述 べ る様 な 荒唐無稽 な もの で は な い
。 人 体 は 五 つ の 系 統に 分類 され 、 各 系

統 の 間に フ ィ
ー

ドバ ッ ク ・シ ス テ ム を装備 した ダ イ ナ ミ ッ ク な動的 平 衡 系 と して 把握 され

て い る。
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9　 論 理的整合性

　中国古代 医 学 は、其 の 医学的経験 と知識 を整 理 統合す る に 当た っ て 、三 つ の 枠組概念を

利 用 した。 陰 陽 、五 行 、 三 才 で ある 。 此等の 概念は 中国医学を観念論的迷 信 に 陥 らせ た 元

凶 として 指弾 され て きた
。 併 しそれ は誤解或い は無 理 解 に よる 。 此等の 概念は そ れ 自体に

於 い て 合 理的 で あ り、 医学に於 け る利 用 に就 い て も概 ね妥 当で あ る 。

　現代物 理学 に よれ ば 、世界 は 物質 と エ ネル ギ ー よ り成 る 。 此れ に 情報 を加 え る こ と もあ

る。 情報 とは 物 質 と エ ネル ギ
ー

の 存在様 式 で ある。 此 の 観 点か ら、此等 の 枠 組概 念 を 見 る

と 、 陰陽は エ ネル ギ
ー

に関す る概念で あ り、五 行 と三 才は物質 とエ ネル ギーの 存在パ タ ン

に 関す る概念 で あ る 。 此 の 陰陽 、 五 行 、
三 才は 自然 と人 体 に 就 い て合 理的 且っ 整 然た る 叙

述を此の 医学 に与 え て い る 。

　 陰陽は 太陽 エ ネル ギ ー
の 地 上 に 於 け る 存在様式で あ る 。 日の 当 た る 「エ 」 の 豊 富 な 丘 が

陽 で あ る。 陰湿 で 「エ 」 の 少 ない 日陰の 所が陰で あ る 。 陰陽は 人 体 に於 い て は現 代医学 の

自律神 経系 とほ ぼ同様 の 機能を 担 っ て い る 。 陰 は 同化 的 に 、陽は 異化 的に 作用 す る 。 昼間

は陽優位 、夜 は陰優位 で あ る 。 病理 的に は 陰は 悪寒 、 陽は 発熱 を もた らす 。 睡眠 、 食欲 、

便通 、 発 汗な どの 調整 も陰陽の 仕 事で あ る。

　 五 行 は民 間 日用 の 五 つ の 資材 と云 うが 、 疑問があ る 。 恐 ら く中国 の 黄土 の 上 に展 開す る

四 季の 景観の 推移 か ら考 え出 され た もの で あ ろ う。 医学上 で は次 の 曲面で 利用 され る。 解

剖学的 に は臓 器組 織 の 五 系統分類 と其の 機能関連 の 構 築 。 臨床 的 に は 、 蔵府 の 相克関係 に

基づ く疾病の 経過論 、予 後 、 転帰 の 判 定 。

　 三 才 とは 天 地人 で あ る 。 宇 宙を構 成 す る三 つ の 要 素 で あ る。 医 学 上 で は病 因 論 と其れ に

基づ く疾病分類 に使 われ て い る 。 其 の 病 因論 は宇 宙論 的空 間的で 、 現代 医学の 其れ が 進 化

論的時間 的で あるの と対照的で あ る 。 併 し内容的 に は 略重 な る 。

10 　 臨床 的 有効性 と実際上 安全性

　臨床 に 関す る学術 も、漢方 の 述 べ る所 とは大 い に 異な る 。 其の 詳 細 は略 す 。 此の 医学 は

多 くの 治績 を挙 げ る と共 に 、 多 くの 医療過誤 も犯 して い る 。 三 世紀末 、 古代世 界の 崩壊 と

歩調 を合わ せ て 、創 造力 は 枯渇 し 、 其 の 伝 承 を失 っ て 行 っ た。
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